





















































































































































































































































































































































































































































































































































































薑薑 薑薑 薑三夕鬘 鬘蓼
的になり，より支配的，指示的でなくなるよう
に親を促すための,Transactionallnterventio、
Program（ＴＲＩＰ）を提案している。プログ
ラムの目標は表１のように階層化されている
が，上下関係は絶対的なものではなく，上位の
行動を下位の行動よりも先にマスターする場合
もある.これらの達成に二つのパラダイムに基
づく指導の方略が用意される。
第一のパラダイムはターン・テーキングで，
これには二つの目標がある。一つは親子のター
ン数及び長さを同じにするターン・バランス，
もう一つは相互作用の焦点を統制する機会が親
子で対等となるようにし，少なくとも５０％以上
のターンを子供の開始した活動への応答とす
る。これらのために八つの指導方略があり，ター
ン・バランスのためにはターンを短くする，自
分のターンの後に子供の応答を待つ，子供に
ターンをとるよう信号を出す，身体的にターン
を促すの４つがある。親の応答性を増大させる
のには，子供を模倣し子供についていく，親に
自分の指示発話の数に気づかせる，質問を減ら
す,子供にもう一つターンがとれるようにする。
第二のパラダイムは相互作用における合致で
あり，大人の相互作用スタイルが子供のそれに
対してあっていること，相互作用の焦点または
話題が子供のその時点での興味に沿っているこ
と，大人の行動は子供の情報処理能力を超える
図１ＥＬＩＰの指導要領：遊びから会話にいたる相互
的な発達
□子供国大人が漸進的に子供に合わせる行動
る。ＴＲＩＰは２から３２カ月の子供とその親に
ついて９カ月から１１カ月試行され,親の場合は
ターン・テーキングと相互作用の合致の両面で
改善が見られ，子供の発達年齢，言語年齢，運
動年齢の増加が見られた。
オハイオ州立大学のNisongerCenterで開
発されてきたEnviromentalLanguagelnter
-ventionProgram（ＥＬＩＰ：McDonald＆
Gilletel988)は重度遅滞児とかかわる親と専門
家を対象とする。－人遊びから，社会的相互作
表２言語及び会話の発達を妨げる問題と解決方略
問題となる理由大人の行動の問題
子供はもっと自分の考えを伝え
るかもしれない
子供は学習のために他者の話題
にとどまる必要がある
子供は受け身になり、学習機会
を失い、伝達と失敗とを結び付
けてしまう
話題の支配
子供に話題を支配させる
質問と命令に絞る
なぜ重要か方略
子供は自分の話題なら言語を学
ぶ動機づけが高まる
子供は他者の視点を学ばなけれ
ばならない
受け身的な子供は伝達を期待し
ていない
子供の話題に沿う
大人の話題に子供をいれる
伝達を期待することを示す
三
ﾗＺ彩夛
百 語
ことばの意味 三Ｚｚ
コミュニケーション
動き音声 菫多多２
二
杉；
社会的な遊び
ターン・テーキングによる相互作用 三
三 －人遊び行為一意味 二
iｌｚＺ
杉２
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用，前言語的伝達，言語と会話にいたる過程(図
ｌ）において，大人が子供に漸進的に合わせて
いくことを基本的な指導要領とする。それぞれ
について妨害となる問題及び解決の方略が示さ
れている。表２にその一部を示す。
InterReactiveLearning（ＩＮＲＥＡＬ：
Weissl980）はコロラド州で開発された。その
特徴は大人からの発話誘発のための状況設定な
どを行わず，自然な方法をとること，反応的言
表３１ＮＲＥＡＬにおける反応的言語技法
表４ハーネン両親プログラムのコース
モジュール１観察
センターを訪問し専門的な評価を受ける評価フォー
ムを完成させるための家庭訪問
１子供に何を期待すべきか
親によるコミュニケーション評価チェックリスト
モジュール２子供のリードに従う
２子供の学習を助ける役割
子供の開始に応答するよう親を励ます
３ターン・テーキングの維持が会話を進める
子供を励まして話題にとどまらせることを親に教え
る復習のための家庭訪問
４子供が学べるような応答
親の応答の方略
５期待を広げる－歩み寄り
子供のよりよい応答の引き出しかた
復習のための家庭訪問
モジュール３遊びと音楽
６目的をもった遊びと音楽
言語を刺激する遊びと音楽の選び方
７－緒に本をよむ
本の選び方と読み方
復習のための家庭訪問
８要約と復習
ミラリング
セルフトーク
パラレルトーク
リフレクテイング
エキスパンション
子供の非言語的な動きによ
る表現を観察し、まねる
子供との共同活動で大人の
参加内容を話す
共同活動における子供の参
加について話す
子供のことばに耳を傾け、
非罰的に繰り返す
子供の不完全なことばに耳
を傾け、関連する文法的、
意味的、音韻的な要素を加
えて広げる
子供のことばに耳を傾け、
話題の一部に関連する情報
を加えて広げる
た。指導群の子供は，子供の話題に対する母親
の継続発話により多く応答し，３つのターンが
続くようになり，子供からの話題転換が増え，
ターン数，言語ターンの割合が増加，用いる語
彙が多様になり，母親を無視することが減った。
オーストラリアで開発された早期環境的言語
治療ﾌﾟログラム（TheEarlyLanguagelnter‐
ventionProgramPricel989）も上記の二つ
のプログラムと似ている。ゲームなど家庭で使
える活動が提供され，子供の評価と適切な方略
のための親向けのビデオが用意される。効果に
ついては，６カ月間で子供のターン数の増加，
母親のことばの減少したことが報告され，２語
発話水準以上の子供では母親の発話にコメント
とフィード・バックなしの命令文が多いと，言
語発達が遅くなる。
イギリスではMcConkey(1979,1988)によっ
て親むけ及び教師むけの話し方，遊び方のガイ
ドが提供されると共に，ビデオを見ながら討論
する方法がとられている。
これらの他に試行的なものとして仲間の相互
作用によるものがある。（Goldstein＆Ferrell
l987)。３歳から５歳の障害児と教室で接触する
エキスパテイエイション
語技法（表３）の利用，そのための相互作用の
ビデオ記録の分析である。その効果は就学前の
言語障害児について（Weiss)，学齢の重度遅滞
児について(Heublein印刷中)確認されている。
ハーネン早期言語両親プログラム（The
HanenEarlyLanguageParentProgram
Girolamettol988a,1988ｂ）はトロントで開発
されたもので，１１週間に８回の夕方のグループ
セッションと家庭訪問が３回行われる。家庭訪
問では両親と子供の相互作用がビデオ記録さ
れ，それをプログラムの方略を教えるのに用い
る。プログラムには言語治療士のほかに，プロ
グラム経験者である障害児の親が共同指導者と
して参加する。親に対する指導内容は表４に示
す。ＭＬＵＯ－Ｌ４のダウン症児を含む発達遅滞
児とその両親に対して行われた結果，指導群の
母親は非指導群の母親に比べて，子供が無反応
でも応答し，話題を変えず，自分自身のターン
が少なく，話題が継続し，子供への視線が増え
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同級生に，障害児のことばの模倣，拡充，明確
化要請などの方略が教えられた結果，障害児の
応答性が高まった。
これらのプログラムは親に対するガイドとし
て始まったが，言語治療士以外の教育・治療の
専門職や，施設において介護に当たっているス
タッフ（Owensl987）など非専門職種まで含め
る方向に展開している。これらの場合では，言
語治療士は直接的な治療技術だけでなく，さま
ざまな人々を対象となる障害児者とのコミュニ
ケーションを軸として統合する役割も求められ
るようになっている。そのための訓練プログラ
ムにかんする研究はまだ行われていないようで
ある。
児に対する母親の発話を，前言語期の非障害児
に対するそれと比較検討している。その結果，
規定的て､否定的な発話内容が多く，子供の発声
に応じることが少ないこと，重度児の場合は発
話が長く代名詞が多いこと，さらに学齢の重度
児では指示的発話が多く，発話中に対物的な働
きかけが乏しく，子供の発声の強化が乏しいこ
とが示された。また松尾・加藤（1990）は中軽
度遅滞児に対して養育態度が拒否的な母親の発
話が，実際には拒否的発話をせず，むしろ応答
的で､あることを見いだしている。
三浦ら（1986）は聴覚障害幼児と母親とのコ
ミュニケーションの成立に対して，母親が応答
的であること，指示的でないこと，子供が見て
いるときに母親が話しかけることが影響するこ
とを見いだした。
小沢・滝（1985）は吃音幼児の母子コミュニ
ケーションについて検討し，母親が自分から話
し,子供から話しを引き出そうとするのに対し，
言語治療士は子供の発話に応答し，受け入れよ
うとするという違いがあるとしている。
綿巻（1988）はダウン症児と大人との会話を，
開始と応答,遡及と前望という枠組みで分析し，
子供の応答を引き出す大人の働きかけと，子供
の発話への大人の応答によって会話が成り立っ
ていることを示した。ダウン症児の前望性の低
さと自己遡及が少ないことがこれに関連してい
ると考えられた
大井・大井（1988）は語用能力が言語の他の
面に比べて未発達な言語障害児の不適切な発話
が，伝達意図の未分化な状態で大人から発話を
誘発される結果もたらされる可能性を，治療者
との相互作用の分析を通じて示した。
本郷（1985,1986）は統合保育の場面における
障害児と非障害児及び保母との相互作用を検討
し，一つの会話あたりのターン数の短い子ども
は，発声のみ，あるいは叙述の働きかけをされ
た場合，見るだけか無視することが多いこと，
ターン数の多い子どもは発声と動作，あるいは
指示の働きかけに対してに明確な行動変化を起
日本における研究動向
非障害児に対する母親の発話がどのような音
韻上の特徴をもっているかということや，伝達
機能の分布とその年齢的な変化などが検討され
てきたが，言語入力が獲得に与える影響にかん
する研究はほとんどない。田原（1985）は２歳
及び４歳の子供に対する母親のリキャスト，拡
充について検討し,そこで用いられた発話が１，
２カ月後の子供の発話レパートリーに含まれる
ことを見いだしている。
障害児の場合は母親の発話の特徴の非障害児
の母親との比較，相互作用過程の分析などが試
みられているが，言語獲得への影響を取り上げ
たものは少ない。
７０年代にダウン症及び脳性麻痒の幼児を対
象とする後藤ら（1976ａ,l976b,1977)によるも
のがある。これは母子言語関係の成立を規定す
る要因に焦点が置かれ，相互作用スタイルより
は相互作用の過程の談話的，会話的な角度から
の分析がなされている。そこでは非言語行動が
言語関係の成立に影響することが見いだされて
いる。また清水・八木（1975）は聴覚障害幼児
に対する母親の発話を検討している。
８０年代には研究は若干増えている。松尾・加
藤（1984,1985,1989）は前言語期の中重度遅滞
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こしていることを見いだした。さらにターン数
の多い子供の場合は，ターンを分類して保母の
働きかけとの関係を分析する必要性を示した
（本郷1989)。本郷(1988)はまた集団場面にお
ける障害児の相互作用にかんする研究を概観し
方法論的な検討を行っている。
大井（1989ａ,1990,印刷中b）は言語発達遅滞
の幼児，学習障害児，重度精神遅滞児，話しこ
とばのある自閉症児について，大人との会話ま
たは相互作用が成立しなかったエピソードと成
立したエピソードについて比較し，それに影響
する大人の応答についての語用論的な分析を
行った。大井（準備中）はまた前意図的段階か
ら意図的伝達段階への移行期にある重度精神遅
滞児と非障害乳児とに対する，大人からの伝達
意図の帰属について検討し，重度遅滞児に対す
る帰属の個人差が乳児に対する場合に比べて大
きいことを見いだした。
大人の発話が予測できるように慣例化されてい
る必要がある。長崎ら（1991）は軽度遅滞のダ
ウン症幼児に対して，大人及び仲間との共同行
為ルーティンを利用して名詞と動詞の拡大及び
二文節動詞構文の獲得を促している。畦上
（1990）は遊びのフォーマットを設定して，言
語発達遅滞児と治療者及び母親とのコミュニ
ケーションを促進し，場面に合った要求言語行
動及び､言語によるやりとりが形成されたことを
報告している。
大井(1989ｂ，投稿中）は前言語期の重度精神
遅滞児の要求意図をめぐる大人との交渉を通じ
て，ちょうだい身ぶりと視線との協応，ついで
到達などの指示身ぶりの使用を促進できたこと
を報告した。そこでは重度遅滞児の前言語伝達
技能の制限には大人の応答の不適切さが影響し
ている可能性があること，大人の応答方法を適
切にして，子供との交渉が行われるようにすれ
ば，伝達技能が改善されることが示唆された。
これらの研究は日本でも相互作用に焦点をお
いたプログラムが有効であることを示唆してお
り，その開発に向けた基礎的な研究の蓄積と共
に，実用にたえる評価と指導の手続きを作成す
るための投資が求められる。
相互作用を通じた指導
国内で独自に開発されたプログラムはまだな
い。コロラド大学で開発されたＩＮＲＥＡＬが
竹田らによって設立された日本ＩＮＲＥＡＬ研
究会のもとで利用され始めている（竹田・田中
1988)｡指導法研究の焦点は主に言語発達遅滞幼
児と治療者とのコミュニケーションの成立に関
連する要因の探索に当てられている（日本ＩＮ
ＲＥＡＬ研究会1991)。適用対象は学齢の精神
遅滞児や自閉症児，失語症者に広がってきてい
る。大井ら（1989）は中度精神遅滞の中学生の
教室における教師及び同級生との会話について
ＩＮＲＥＡＬを適用し，生徒からの会話の開始
の増大をはかった。また金沢大学教育学部付属
養護学校（1991）では自閉症児についてもＩＮ
ＲＥＡＬにそった指導を行い，大人との安定し
た相互作用を確立することが，痛癩，情緒的な
混乱，攻撃性を減らすのに有効であることが報
告されている。
相互作用が言語獲得に促進的であるために
は，それが起きる文脈が子供によく理解され，
まとめ
英語圏における非障害児にかんする研究は，
大人からの言語入力と子供の言語獲得機構との
関連及び認知的，社会的発達の相互作用への影
響を射程距離に入れ始め，質的な飛躍を遂げよ
うとしている。これまでの研究はすでに強いイ
ンパクトを障害児にかんする研究と実践に与え
てきたが，今後一層妥当性の高い指導方法が開
発されることが予想される。
この論文で取り上げたものから考えるとこれ
までの障害児にかんする研究は次のような状況
にある。
１)偏りとその修正というパラダイムによっ
て，指示性と応答性にかんする仮定の検証が試
みられてきた。それは初期統語発話の段階にあ
金沢大学教育学部紀要（教育科学編） 第41号平成４年9６
し基礎的な研究は散発的にしか行われておら
ず，指導プログラムの開発には至っていない。
英語圏で得られた知見は，言語及び文化の違い
を差し引いても，今後の日本における相互作用
研究にとっては有用なものであると考えられ
る。
る精神遅滞または言語障害をもつ幼児について
は妥当することが確認されているが，相互作用
スタイルの修正が言語の獲得にどのように影響
するのか，その他の言語水準にあるものや異な
る障害をもつ者に当てはまるのかどうかは充分
わかっていない。
２)指示性と応答性という対立図式は障害児の
経験する相互作用の特徴を説明するのには不十
分であり，相互作用の過程にかんする限定され
た分析が求められる。それはまた別のパラダイ
ムをとる研究につながる。そこでは排除すべき
偏りとみなされていたものを見直し，共同注意
の崩壊などの相互作用における特殊な出来事の
機構，相互作用スタイルの偏りの積極的意義な
どが検討されることになる。
３)それと関連して従来の研究範囲を広げる必
要がでてきている。母子に限定されない家庭外
の相互作用が障害児の言語獲得に与える影響，
障害児と大人とのそれぞれの特徴の組み合わせ
が相互作用に及ぼす影響などが検討されるべき
である。
４)指示性と応答性にかんする仮定に基づく指
導プログラムはある程度の成功をおさめてい
る。これらの主要な適用対象は就学前の障害児
とその両親であるが，言語治療士以外の専門職
や非専門職に対する訓練に利用し，学校や施設
におけるコミュニケーション環境の適切化を試
みるという発展がみられる。
５)日本でも若干ではあるが障害児に対する母
親の発話の特徴にかんする検討，障害児とのコ
ミュニケーションの成立に影響する要因の検
討，会話の分析が行われている。指導のプログ
ラムはＩＮＲＥＡＬのほかには見あたらない。
指導法研究として慣例化された相互作用の効
果,意図をめぐる交渉の意義が検討されている。
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